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上左：湧水ふれあいウオー
キングで矢形川の湧水歩
道を歩く参加者
上右：町総合運動公園に咲
く菜の花に飛んできたミ
ツバチ
左中：「新１年生」の体験
入学で、本の読み聞かせ
をする嘉島東小５年生
下左：嘉島西小持久走大会
で力走する２年生
下右：嘉島幼稚園の生活発
表会で元気いっぱいの演
技を見せる園児



す
る
の
が
目
的
。
３
月
20
日
に
町

民
体
育
館
で
設
立
総
会
を
開
催
。

会
員
を
募
集
し
ま
す
。
当
面
は

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
キ
ッ

ズ
野
球
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
を
主
に
し

た
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

上
野
委
員
長
と
内
野
敦
子
委
員

は
説
明
会
で
、「
だ
れ
で
も
、
い

つ
で
も
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
関
係
団
体
と

話
し
合
い
な
が
ら
様
々
な
活
動
を

展
開
、
町
が
元
気
に
な
る
よ
う
世

代
間
の
交
流
や
地
域
づ
く
り
に
も

貢
献
し
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
町
民
体
育
館

発
着
。
町
東
部
の
車
川
や
天
然

プ
ー
ル
、
湧
水
歩
道
、
仏
誓
寺
な

ど
を
回
る
約
２
時
間
の
コ
ー
ス
。

日
差
し
は
あ
る
も
の
の
冷
た
い
風

が
吹
く
な
か
、
参
加
者
は
元
気
に

歩
き
、
楽
し
み
ま
し
た
。※

表
紙
参
照

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
設
立

　

準
備
委
員
会（
教
育
委
員
会
内
）
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※
ク
ラ
ブ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
は

３
月
20
日
以
降
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://K
ps-y.sakura.ne.jp/so

ugougata/

　

役
場
の
玄
関
前
に
身
障
者
用
駐

車
場
が
３
台
分
増
設
さ
れ
、
３
月

か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
役
場
３
階
の
町
議
会
傍
聴

席
前
列
も
議
場
全
体
を
見
や
す
い

よ
う
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　

身
障
者
用
駐
車
場
は
こ
れ
ま
で
、

西
側
駐
車
場
に
１
台
分
設
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
よ
り
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
と
新
設
。
玄
関
も
ス

ロ
ー
プ
に
し
て
車
い
す
で
出
入
り

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
傍
聴
席
は
、
議
場
が
見
に

く
い
と
の
傍
聴
者
や
議
員
の
意
見

を
受
け
、
前
列
の
床
を
約
10
セ
ン

チ
か
さ
上
げ
。
全
体
が
よ
く
見
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
第
１
回
嘉
島
町
議
会

定
例
会
は
３
月
７
日
か
ら
11
日
ま

で
開
会
。
総
額
40
億
９
４
５
２
万

９
千
円
の
28
年
度
当
初
予
算
（
前

年
度
当
初
比
１
・
１
％
減
）、
農

業
委
員
選
任
な
ど
31
議
案
を
原
案

通
り
可
決
、
承
認
、
同
意
し
ま
し

た
。

　

荒
木
町
長
の
町
政
報
告
は
28
年

度
の
取
り
組
み
も
含
め
て
14
件
。

○ 

東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業

地
区
は
「
ゆ
う
す
い
の
杜
」
と

命
名
。
Ｐ
Ｒ
看
板
を
２
カ
所
に

設
置

○ 

芝
原
地
区
に
大
型
家
電
量
販
店

「
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
」
と
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
の
進
出
決
定

○
嘉
島
西
小
校
舎
増
築
工
事
竣
工

○ 

学
校
な
ど
教
育
施
設
周
辺
に
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
推
進

○ 

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
還
元
率
向

上
な
ど
取
り
組
み
を
強
化

○ 

空
き
家
登
録
活
用
事
業
の
実
施

と
町
の
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
作
成

　

な
ど
で
、
詳
し
く
は
広
報
か
し

ま
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

３
月
に
設
立
を
予
定
し
て
い
る

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
の
設

立
準
備
委
員
会
（
上
野
幸
浩
委
員

長
）
は
２
月
21
日
、
設
立
説
明
会

を
町
民
体
育
館
で
開
催
。
そ
の
あ

と
町
東
部
を
回
る
「
湧
水
ふ
れ
あ

い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
も
実
施
、
約

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
誰
も
が
加
入
で
き

る
会
員
制
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
幅
広
い
年
代
を
対
象
に
、

ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
づ
く
り
、
文
化

活
動
な
ど
を
楽
し
む
機
会
を
提
供説明会で質疑を聞く参加者

ウォーキングに出発する参加者

矢形川沿いの湧水歩道を歩く参加者

役場前に増設された身障者用駐車場

総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ  

３
月
設
立

３
月
設
立

説
明
会
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
催

説
明
会
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
催

身
障
者
用
駐
車
場
増
設

町
議
会
傍
聴
席
も
改
善

嘉
島
町
役
場

議
会
平
成
28
年

第
１
回
定
例
会

28
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

40
億
９
４
５
２
万
９
千
円

芝
原
に
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ

詳
し
く
は
４
月
号
で

だ
れ
で
も
、
い
つ
で
も
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も

だ
れ
で
も
、
い
つ
で
も
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も

ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
づ
く
り
、
文
化
を
楽
し
む

ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
づ
く
り
、
文
化
を
楽
し
む
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修
了
証
を
受
け
取
る
新
リ
ー
ダ
ー

新
聞
で
棒
と
ボ
ー
ル
作
り

実
技
を
楽
し
む
リ
ー
ダ
ー
た
ち

　

健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防
を
目

的
に
、
町
内
各
地
区
で
開
か
れ
て

い
る
地
域
サ
ロ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
修
了
式
と
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
が
２
月
２
日
、
町
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
新
た
に
12
人
の

リ
ー
ダ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。
新

年
度
は
１
地
区
増
の
12
地
区
で
活

動
予
定
で
す
。

　

サ
ロ
ン
は
各
地
区
公
民
館
な
ど

で
原
則
毎
月
２
回
開
催
。
65
歳
以

上
の
高
齢
者
に
よ
る
自
由
参
加
で
、

本
年
度
は
上
島
地
区
が
加
わ
っ
て

11
地
区
で
開
か
れ
、
合
わ
せ
て
約

２
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

毎
回
、
血
圧
測
定
と
体
調
確
認

を
し
た
後
、
リ
ー
ダ
ー
の
指
導
の

も
と
、
サ
ロ
ン
ご
と
に
、
体
操
や

茶
話
会
、
ゲ
ー
ム
、
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
自
由
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

養
成
講
座
は
実
習
を
含
め
て
８

回
。
修
了
式
で
は
、
宮
田
町
民
課

長
が
一
人
一
人
に
修
了
証
を
交
付

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
先
輩
リ
ー
ダ
ー
も
参

加
し
た
研
修
会
。
安
本
町
保
健
師

が
、
少
子
高
齢
化
で
高
齢
者
の
割

合
が
増
え
続
け
て
い
る
な
か
、
特

に
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
要
介
護

認
定
率
は
８
割
を
超
え
、
年
々
高

く
な
っ
て
い
る
嘉
島
町
の
現
状
と
、

医
療
費
や
介
護
費
を
抑
制
し
て
い

く
た
め
に
も
介
護
予
防
が
必
要
、

と
説
明
。
寺
崎
健
生
健
康
運
動
士

の
指
導
で
、
新
聞
紙
の
ボ
ー
ル
や

棒
を
作
り
、
サ
ロ
ン
で
の
使
い
方

を
実
習
し
ま
し
た
。

地域サロンで健康づくりと介護予防

新年度は 12地区で開催
リーダー修了式と研修会

　

町
村
長
の
全
国
的
連
合
組
織
で

あ
る
全
国
町
村
会
の
石
田
直
裕
事

務
総
長
（
元
総
務
省
行
政
管
理
局

長
）
が
２
月
４
日
、
嘉
島
町
を
訪

問
。
荒
木
町
長
や
、
昨
年
発
足
し

た
か
し
ま
広
域
農
場
の
工
藤
健
一

組
合
長
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

翌
５
日
に
熊
本
市
で
開
か
れ
た

全
国
町
村
会
な
ど
主
催
の
「
都

市
・
農
村
共
生
社
会
創
造
全
国
リ

レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

農
村
か
ら

拓
く
こ
の
国
の
未
来
」
に
合
わ
せ

て
嘉
島
町
訪
問
を
希
望
。
雨
宮
誠

経
済
農
林
部
長
も
同
行
、
町
内
視

察
の
あ
と
役
場
町
長
室
で
、
荒
木

町
長
や
工
藤
組
合
長
、
塚
本
町
農

政
課
長
か
ら
広
域
農
場
の
設
立
経

過
や
目
的
な
ど
に
つ
い
て
、
熱
心

に
聴
き
取
っ
て
い
ま
し
た
。

全
国
町
村
会
事
務
総
長

　

嘉
島
町
を
訪
問

　

第
42
回
郡
市
対
抗
熊
日
駅
伝
は
２
月
14

日
、
天
草
市
役
所
前
を
ス
タ
ー
ト
、
び
ぷ

れ
す
熊
日
会
館
前
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
14
区

間
１
０
５
・
４
㌔
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
19

郡
市
の
代
表
チ
ー
ム
が
健
脚
を
競
い
合
い
、

上
益
城
郡
チ
ー
ム
は
10
位
で
し
た
。

　

嘉
島
町
か
ら
は
４
選
手
が
選
ば
れ
、
５

区
３
・
７
㌔
の
中
学
生
区
間
に
は
時
松
航

世
選
手
（
上
島
）、
８
区
９
・
８
㌔
に
は

川
野
聡
介
選
手
（
下
仲
間
）、
10
区
７
・

３
㌔
に
は
杉
野
育
海
選
手
（
下
仲
間
）
が

出
場
し
力
走
。
光
橋
広
祐
選
手
（
犬
渕
）

も
補
員
と
し
て
チ
ー
ム
を
支
え
ま
し
た
。

　

嘉
島
交
番
勤
務
の
吉
野
将
悟
選
手
（
御

船
町
）
も
２
区
７
・
７
㌔
で
力
走
を
み
せ

ま
し
た
。

嘉
島
町
の
３
人
も
力
走

郡
市
対
抗
熊
日
駅
伝

上益城郡選手団結団式で嘉島町関係者。
前列左から、光橋、吉野、川野、荒木町長、
東総務、時松、杉野の各選手

左から、雨宮部長、工藤組合長、
石田事務総長、荒木町長
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「
ち
は
や
ふ
る
〜
」

「
ち
は
や
ふ
る
〜
」

全
校
生
徒
で
源
平
合
戦

全
校
生
徒
で
源
平
合
戦

  

嘉
島
中
百
人
一
首
大
会

嘉
島
中
百
人
一
首
大
会

　

嘉
島
中
学
校
（
髙
森
富
雄
校
長
、

２
３
１
人
）
の
百
人
一
首
大
会
は

２
月
26
日
、
同
校
体
育
館
で
開
催
。

全
校
生
徒
が
団
体
競
技
の
源
平
合

戦
で
熱
戦
を
展
開
、
総
合
優
勝
は

１
年
２
組
で
し
た
。

　

毎
年
３
学
期
の
恒
例
行
事
。
生

徒
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
２
〜
３
人
の

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
競
技
は
１
回

30
分
。
２
回
戦
の
結
果
で
競
う
ク

ラ
ス
対
抗
形
式
で
行
い
ま
し
た
。

チ
ー
ム
は
３
学
期
に
入
っ
て
休
み

時
間
や
昼
休
み
に
練
習
を
重
ね
た

ほ
か
、
小
学
生
の
時
か
ら
な
じ
ん

で
、
県
大
会
団
体
戦
で
３
位
入
賞

し
た
生
徒
も
い
ま
す
。

松
前
博
士
の
思
い
出
語
る

松
前
博
士
の
思
い
出
語
る

荒
木
町
長
、
東
海
大
学

荒
木
町
長
、
東
海
大
学

7575
年
史
編
集
委
員
会
に

年
史
編
集
委
員
会
に

　

東
海
大
学
75
年
史
編
集
委
員
会

（
橋
本
敏
明
委
員
長
）
は
２
月
26

日
、
上
島
の
松
前
重
義
記
念
館
で
、

荒
木
町
長
か
ら
松
前
博
士
の
思
い

出
を
聴
き
取
り
、
隣
接
の
生
家
な

ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

同
大
の
学
園
史
は
25
年
ご
と
に

編
纂
。
75
年
史
は
、
建
学
75
周
年

に
あ
た
る
平
成
29
年
度
に
図
録
、

30
年
度
に
通
史
を
発
行
予
定
で
す
。

今
回
は
25
、
26
日
の
熊
本
研
修
の

一
環
で
、
山
田
清
志
学
長
を
含
む

橋
本
委
員
長
た
ち
20
人
は
嘉
島
町

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
、
松
前
博
士
の
父

で
、
旧
大
島
村
の
第
３
代
村
長
を

務
め
た
集
義
氏
の
こ
と
や
、
昭
和

30
年
代
に
東
海
大
学
第
二
高
校
を

嘉
島
町
に
建
設
し
た
い
と
の
打
診

が
あ
っ
た
こ
と
、
松
前
博
士
か
ら

の
誘
い
で
東
海
大
に
進
学
し
た
こ

と
。
名
誉
町
民
の
顕
彰
や
昭
和
63

年
の
記
念
館
開
館
や
生
家
の
取
得
、

移
築
。
さ
ら
に
、
サ
ン
ト
リ
ー
九

州
熊
本
工
場
の
誘
致
に
尽
力
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど
に
触
れ
、

「
松
前
先
生
は
故
郷
へ
の
思
い
が

強
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

絵
札
の
読
み
手
は
福
永
ひ
と
み

先
生
と
那
須
裕
貴
先
生
。
生
徒
は

体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
対

戦
、
自
陣
と
相
手
陣
に
並
べ
た
50

枚
の
取
り
札
を
真
剣
な
表
情
で
見

つ
め
、
上
の
句
か
ら
読
み
上
げ
ら

れ
る
歌
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

札
が
少
な
く
な
る
に
つ
れ
て
競

技
は
熱
を
帯
び
、
身
を
乗
り
出
し

た
り
、
お
手
つ
き
を
し
た
り
、
ほ

ぼ
同
時
に
手
を
つ
い
て
じ
ゃ
ん
け

ん
を
し
た
り
、
歓
声
を
あ
げ
た
り

す
る
な
ど
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　

嘉
島
中
の
百
人
一
首
大
会
で
使

わ
れ
て
い
る
か
る
た
は
46
組
。
そ

の
大
半
は
、
嘉
島
西
小
学
校
の
宮

地
美
登
里
先
生
が
嘉
島
中
で
教
え

て
い
た
、
平
成
14
年
度
の
２
年
生

が
、
国
土
交
通
省
の
「
私
た
ち
の

川
」
壁
新
聞
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
、

入
賞
や
学
校
賞
で
獲
得
し
た
図
書

券
で
購
入
し
た
も
の
で
す
。

　

大
会
は
３
学
期
（
平
成
15
年
）

に
第
１
回
を
開
催
。
以
来
、
紛
失

し
た
り
破
損
し
た
り
し
た
札
は
生

徒
た
ち
が
他
の
組
の
札
を
コ
ピ
ー

す
る
な
ど
し
て
手
作
り
の
札
で
補

い
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
大
事
に
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

かるた

先
輩
か
ら
後
輩
へ

大
事
に
受
け
継
ぐ

広報かしま

4

2016.3



　
「
皆
さ
ん
の
入
学
を
待
っ
て
い

ま
す
」
―
嘉
島
中
学
校
の
生
徒

会
（
時
松
航
世
会
長
）
は
１
月
28
、

29
日
、
嘉
島
東
、
西
小
学
校
を
訪

問
。
こ
の
春
進
学
す
る
両
小
６
年

生
に
、
自
分
た
ち
で
撮
影
し
た
ビ

デ
オ
や
自
作
資
料
を
使
っ
て
、
中

学
校
の
生
活
や
部
活
動
、
学
校
行

事
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

同
中
生
徒
会
に
よ
る
小
学
校
で

の
学
校
紹
介
は
今
年
が
初
め
て
。

時
松
会
長
た
ち
８
人
が
２
班
に
分

か
れ
て
両
小
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

ビ
デ
オ
で
１
日
の
学
校
生
活
や

部
活
動
、
体
育
祭
や
宿
泊
体
験
な

ど
年
間
を
通
じ
た
学
校
行
事
、
特手作りの資料で説明（西小）

色
あ
る
活
動
な
ど
を
紹
介
。
そ
の

後
、
学
習
面
や
生
活
面
な
ど
詳
し

く
ま
と
め
た
手
作
り
の
資
料
を

も
と
に
、「
宿
題
や
課
題
な
ど
の

提
出
物
の
期
限
は
必
ず
守
ろ
う
」

「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
に
で
も
、

大
き
な
声
で
明
る
い
あ
い
さ
つ

を
」「
部
活
動
の
練
習
に
は
原
則

必
ず
参
加
を
」
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト

も
含
め
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

質
疑
で
は
、「
家
で
の
勉
強
時

間
は
」「
遅
刻
し
た
ら
ど
う
な
る
」

「
宿
題
の
量
は
」「
一
番
こ
わ
い
先

生
は
」
な
ど
の
質
問
が
出
て
、
生

徒
た
ち
は
体
験
を
交
え
な
が
ら
答

え
て
い
ま
し
た
。

生徒撮影のビデオで説明（東小）

　

嘉
島
東
・
西
小
学
校
で
２
月
、

こ
の
春
入
学
予
定
の「
新
１
年
生
」

の
体
験
入
学
が
あ
り
、
新
学
期
は

最
上
級
生
に
な
る
５
年
生
が
「
入

学
を
待
っ
て
い
ま
す
」
と
校
内
を

案
内
し
ま
し
た
。
新
１
年
生
は
東

小
で
１
学
級
、
西
小
で
３
学
級
に

な
る
予
定
で
す
。 

※
表
紙
参
照

　

東
小
は
18
日
。
５
年
生
18
人
が

３
班
に
分
か
れ
て
21
人
を
案
内
。

手
を
つ
な
い
で
職
員
室
や
図
書
室
、

外
国
語
ル
ー
ム
な
ど
を
回
り
、
自

分
た
ち
で
用
意
し
た
ク
イ
ズ
や
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
で
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。

図書室でぬり絵（東小）

　

西
小
は
25
日
。
５
年
生
64
人
が

８
班
に
分
か
れ
て
78
人
を
案
内
。

１
年
生
の
教
室
や
図
書
室
、
音
楽

室
な
ど
を
回
っ
て
説
明
、
各
班
で

工
夫
し
た
歌
や
踊
り
、
折
り
紙
、

お
絵
か
き
、
教
室
で
の
算
数
の
勉

強
な
ど
で
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

５年生の教室で算数の勉強（西小） 音楽室で楽器にふれる（西小）

　

嘉
島
東
小
学
校
（
松
田
秀
喜
校

長
、
１
２
２
人
）
で
２
月
５
日
、

学
年
別
の
性
教
育
授
業
と
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
絡
ん
で
性
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
講
演
会

が
あ
り
ま
し
た
。

　

授
業
は
、
１
年
生
が
た
い
せ
つ

な
体
、
６
年
生
が
エ
イ
ズ
の
感
染

や
差
別
を
学
ぶ
な
ど
、
学
年
と
発

達
に
応
じ
た
内
容
。

　

講
演
会
は
５
、
６
年
生
と
保
護

者
が
対
象
。
モ
バ
イ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
研
究
所
代
表
の
松
川
由
美

さ
ん
が
講
演
、
出
会
い
系
サ
イ
ト

な
ど
で
大
人
が
子
ど
も
に
な
り
す

ま
し
た
り
、
写
真
を
送
ら
せ
て
つ

き
ま
と
っ
た
り
す
る
事
例
な
ど
を

紹
介
。「
ネ
ッ
ト
に
内
緒
（
匿
名
）

は
な
い
。
発
信
し
た
情
報
は
消
せ

な
い
。
自
分
で
ル
ー
ル
を
作
り
、

賢
い
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
に

東
小
で
性
教
育
と
講
演
会松川さん

中
学
校
生
活
を
紹
介

嘉
島
中
生
徒
会　

東
、
西
小
を
訪
問

〝
新
１
年
生
〞

 

体
験
入
学

嘉
島
東
・
西
小

５
年
生
が
案
内

賢
い
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嘉
島
幼
稚
園
（
岩
永
啓
次
園
長
、

98
人
）
の
生
活
発
表
会
は
２
月
21

日
、
町
民
会
館
ホ
ー
ル
ア
ク
ア
で

開
催
。
園
児
は
元
気
は
つ
ら
つ
、

１
年
間
の
成
果
を
歌
や
踊
り
、
太

鼓
な
ど
で
披
露
。
保
護
者
は
目
を

細
め
て
、
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。 

※
表
紙
参
照

　

節
分
の
日
の
２
月
３
日
、
嘉
島

幼
稚
園
（
岩
永
啓
次
園
長
、
97

人
）
で
は
園
児
が
豆
ま
き
を
し
て

心
の
邪
気
（
鬼
）
を
追
い
出
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
２
人
の
赤
鬼
が
登
場
。

金
棒
を
片
手
に
年
長
の
さ
く
ら
組

か
ら
す
み
れ
組
、
た
ん
ぽ
ぽ
組
と

順
に
回
り
ま
し
た
。
中
に
は
泣
き

出
す
子
も
い
ま
し
た
が
、
園
児
は

「
鬼
は
〜
そ
と
!!
」
と
大
き
な
声

で
豆
を
投
げ
つ
け
る
と
、
赤
鬼
た

ち
は
逃
げ
て
い
き
ま
し
た
。
節
分

と
豆
ま
き
の
由
来
も
学
び
、
給
食

で
は
福
豆
を
食
べ
ま
し
た
。

　

手
足
の
病
の
神
様
と
し
て
「
足

手
荒
神
さ
ん
」
の
愛
称
で
在
郷
近

在
の
人
た
ち
か
ら
親
し
ま
れ
る
六

嘉
の
甲
斐
神
社
の
大
祭
が
２
月
15

日
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
の
大
勢

の
参
拝
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

と
き
ど
き
小
雪
の
舞
う
あ
い
に

く
の
天
候
で
し
た
が
、
参
拝
客
は

早
朝
か
ら
臨
時
バ
ス
や
マ
イ
カ
ー

な
ど
で
詰
め
か
け
ま
し
た
。
列
が

連
な
り
、
熱
気
と
香
華
の
煙
が
漂

う
境
内
で
は
、
参
拝
者
が
木
製
の

手
型
や
足
型
で
患
部
を
さ
す
り
、

木
札
に
「
手
足
の
痛
み
が
と
れ
ま

す
よ
う
に
」
な
ど
の
願
い
を
書
き

添
え
て
社
殿
に
奉
納
。
不
要
に

な
っ
た
ギ
プ
ス
や
松
葉
杖
な
ど
も

納
め
て
い
ま
し
た
。

　

同
神
社
は
、
戦
国
時
代
に
悲
運

の
最
期
を
遂
げ
た
甲
斐
宗
立
と
父

宗
運
を
祭
る
社
。
戦
い
で
手
足
に

深
い
傷
を
負
っ
た
宗
立
を
、
里
人

が
厳
し
い
追
討
の
目
を
逃
れ
て
手

厚
く
看
護
、
こ
れ
に
感
謝
し
た
宗

立
は
、「
霊
は
こ
の
地
に
と
ど
ま

り
、
手
足
の
病
に
悩
む
も
の
あ
れ

ば
こ
れ
を
な
お
し
、
民
草
の
守
り

神
と
な
ろ
う
」
と
言
い
残
し
て
果

て
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

手
足
の
健
康
祈
願

手
足
の
健
康
祈
願

足
手
荒
神
大
祭

足
手
荒
神
大
祭  

に
ぎ
わ
う

に
ぎ
わ
う

嘉
島
幼
稚
園
で
豆
ま
き

は
つ

 

ら
つ

嘉
島
幼
稚
園

生
活
発
表
会

元
気
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嘉
島
西
小
学
校
（
竹
田
泰
司
校

長
、
４
０
１
人
）
の
持
久
走
大
会

は
２
月
４
日
、
高
田
み
ん
な
の
広

場
公
園
の
周
回
コ
ー
ス
で
開
か
れ
、

児
童
た
ち
は
、
詰
め
か
け
た
保
護

者
の
応
援
の
中
、
自
己
記
録
更
新

を
目
指
し
て
元
気
い
っ
ぱ
い
に
力

走
し
ま
し
た
。 

※
表
紙
参
照

　

毎
年
恒
例
の
冬
の
行
事
で
、
児

童
は
朝
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
や

体
育
の
時
間
に
練
習
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
１
、
２
年
生

１
㌔
、
３
、
４
年
生
１
・
５
㌔
、

５
、
６
年
生
２
㌔
。

　

こ
の
日
は
風
も
な
く
陽
光
が
差

す
好
天
に
恵
ま
れ
、
児
童
は
準
備

運
動
の
あ
と
学
年
ご
と
に
ス
タ
ー

ト
。
最
初
は
笑
顔
を
見
せ
て
い
て

も
最
後
は
懸
命
の
表
情
で
ゴ
ー

ル
。「
き
つ
か
っ
た
け
ど
が
ん

ば
っ
た
」「
み
ん
な
で
走
っ
て
楽

し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
沿
い
に
並
ん
だ
大
勢
の

保
護
者
は
、「
も
う
少
し
だ
よ
」

「
が
ん
ば
れ
」
と
盛
ん
に
声
を
か

け
て
い
ま
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い
に
力
走

元
気
い
っ
ぱ
い
に
力
走

嘉
島
西
小
持
久
走
大
会

嘉
島
西
小
持
久
走
大
会

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。

○施設概要：
 ≪住　所≫ 〒861‒3102　嘉島町大字下六嘉1564番地　☎237－5555　≪利用時間≫ 9：00～22：00　
 ≪駐車場≫ 有  　≪アクセス≫ イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
 ≪施　設≫ ◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
  ◇ 野球場：両翼90ｍ、センター113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、 

軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可 
  ◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105ｍ×68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン 
  ◇管理棟：会議室1室、多目的室1室、男女更衣室、男女トイレ

各種大会等予定 

嘉島町総合運動公園

広報かしま
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平成27年度嘉島町国民健康保険特定健診結果速報 !!

血圧↑↑

中性脂肪↑↑

血糖値↑↑

嘉島町はメタボリックシンドローム！！
～食べ方・飲み方の結果？？～

○受診者 791 人の結果（平成 27 年 7 月～ 10 月健診実施）

•

脳血管疾患
（脳梗塞・くも膜下出血）

心疾患
（狭心症・心筋梗塞）

慢性腎不全
糖尿病性腎症（人工透析）

重症化していくと、重篤な病気や障害につながります…

収縮期血圧 140mmHg 以上　21.7％
拡張期血圧 90mmHg 以上　   8.5％

300mg/dl 以上　1.8％

HbA1c6.5％以上　7.9％ 悪玉
コレステロール↑↑

医師の診察が必要な方の割合

脂肪を溜め込んでいる
脂肪を溜め込んでいる

肥満
（内臓脂肪型肥満）

喫煙

過食

● 腹囲異常者　35.5％
（男性 85cm 以上、女性 90cm 以上）

● BMI25 以上　25.0％
● 脂肪肝、軽度脂肪肝の方

　35.8％

運動不足

140mg/dl 以上　26.0％

 ○

（

広報かしま
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≪生活習慣や生活リズムの乱れが健診の結果となって表れてきます≫

内臓脂肪症候群（メタボ）の該当者が多く、該当者の中でも血糖・血圧・脂質のうち 2 つ以
上重なっている方の割合が多い。

3 つ以上重なっている方の割合も 6.1% と県平均の 4.6% より多い。
※ 3 つ以上重なっている方はリスクが全くない方に比べて、心疾患のリスクが 30 倍以上とい
われています。そのほかにも血管を傷つけ、脳血管疾患や腎機能低下にもつながります。

20 歳時体重から 10kg 以上増加が県平均に比べて多い。 

 

1 日 1 時間以上運動をしない人の割合が県平均に比べて多い。
 

30.0% 32.0% 34.0% 36.0%

嘉島町

熊本県

40.0% 45.0% 50.0% 55.0% 60.0% 65.0%

嘉島町

熊本県

嘉島町は熊本県の平均に比べて 
生活習慣に課題があると 
思われる方が多いです！！ 

解決の余地あり！！ 

32.3％ 

36.2％ 

49.0％ 

60.2％ 

★まずは特定健診を受けましょう！！
★そして、重症化しないために…
○自分の健康状態を確認するためにも年に 1 回は特定健診を受診しましょう。
○ 町は特定健診で生活習慣病に関する危険信号が見つかった方を対象に、今後、

重い病気や障害を引き起こさず過ごせるよう今の体の状態を知っていただき、
生活（習慣）について考えるお手伝いを行っています。対象となられた方には、
事前に保健師・管理栄養士よりご連絡し、訪問（面談）日の調整をさせていた
だく予定です。

　ご理解・ご協力のほどよろしくお願いします。

さらに…

広報かしま
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《
３
〜
４
月
の
休
館
日
》

3
月　

14
、
22
、
28
日

４
月　

４
、
11
、
18
、
25
日

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

は
利
用
で
き
ま
す
。

☆
貸
出
は
２
週
間
。
み
ん
な
の
た

め
に
返
却
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

《
お
は
な
し
会
》

　

4
月
13
日
の
15
時
半
か
ら
読
み

聞
か
せ
の
部
屋
で
。参
加
無
料

嘉  島  町  民  会  館

図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
日
〜
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
時
は
翌

日
）・
12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況等は、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町民会館）でご覧になれます。

ホール「アクア」催物案内 平成28年2月29日現在
月 日 曜 ホール催し物 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

3
13 日 ダンス発表会

13:30
2,500 円 STUDIO BAILAS KUMAMOTO

  ☎ 343‒7128 18:00

20 日 古城楽器発表会
11:00

無料 古城楽器   ☎ 384-9643
15:00

4

3 日 ヴァイオリン発表会 12:30 無料 広瀬ヴァイオリンスクール
  ☎ 090‒8399‒4634

9 土
日本アマチュア歌謡連盟熊本支部歌謡大会 9:00 無料 日本アマチュア歌謡連盟熊本支部

  ☎ 090‒4346‒257010 日

13 水 山﨑明　サクソフォン　リサイタル 19:00 2,500 円 Musika Liebe 
 ☎ 090‒7161‒5650（山﨑）

24 日 スタジオZEN　発表会 13:00 2,600 円 ㈱ ZEN　
 ☎ 090‒4346‒2570（川﨑）

30 土 プレバレエコンサート２０１６ 13:00 無料 エトワールバレエ教室 ☎ 243‒1467

5 1 日 「エチュード２０１６」（第 17 回発表会） 17:00
(予定) 無料 エコール・ド・バレエ・クラシック 

  ☎ 385‒8776

おすすめ本
月の砂漠をさばさばと
 北村薫　絵・おーなり由子
天使が怪獣になる前に
 山田悠介
孤独な放火魔
 夏樹静子
ベトナムの桜
 平岩弓枝
勁草
 黒川博行
職業としての小説家
 村上春樹
達人が選ぶ名湯宿60選
 郡司勇　著
母がおカネをかくします
 吉川浩[介護110番主宰]編
赤ちゃん教育
 久保田競　久保田カヨ子
食べ合わせ健康スムージー＆ジュース100
 白鳥早奈英　監修　大越郷子　料理

図解絵本　東京スカイツリー
 作・絵　モリナガ・ヨウ
きらめく甲虫
 丸山宗利
暗やみの中のきらめき
―点字をつくったルイ・ブライユ
 マイヤリーサ・ディークマン 著
 古市真由美 訳　森川百合香 絵
ジャコのお菓子な学校
 作 ラッシェル・オスファテール
 訳 ダニエル遠藤みのり　絵 風川恭子
桃源郷ものがたり
 文 松居直　絵 蔡皋
わらう
 浜田桂子
よろしくともだち
 内田麟太郎　作　降矢なな　絵
てつぞうはね
 ミロコマチコ
あしたはだれにあえるかな
 文/中川ひろたか　絵/おくはらゆめ

　

ウ
サ
ギ
の
ミ
リ
ー
は
、
気
持

ち
を
こ
め
て
大
好
き
な
友
達
の

テ
ィ
ッ
ピ
の
た
め
に
、
す
て
き
な

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
ル
ル
た
ち
か
ら

教
え
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

何
回
か
失
敗
し
た
け
ど
、
最
後

は
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
型
の

チ
ョ
コ
が
で
き
て
、
テ
ィ
ッ
ピ
に

わ
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

わ
た
し
も
こ
の
本
を
読
み
、

チ
ョ
コ
を
作
り
た
く
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
、
こ
の
本
を
読
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

「
ル
ル
と
ラ
ラ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」

 

あ
ん
び
る
や
す
こ

 

岩
崎
書
店

嘉島西小学校３年

奥村 幸咲さん
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嘉
島
町
は
、
町
内
事
業
所
の
求
人

情
報
を
提
供
す
る
「
雇
用
・
就
業
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
の
取
り
組
み
の
一
環
で
、

新
た
な
雇
用
確
保
よ
る
地
域
経
済
の

活
性
化
が
目
的
で
す
。

○
２
月
29
日
現
在
の
求
人
情
報

• 

㈱
ア
ー
ル
エ
ス
エ
ス
（
上
島
２
０

０
６－

１　

☎
２
３
７－

０
１
１
０
）

　
　

正
社
員
募
集

• 

イ
オ
ン
熊
本
店
（
上
島
２
２
３
２

☎
２
３
５－

６
６
９
２
）

　
　

パ
ー
ト
労
働
者
募
集

　

詳
し
く
は
嘉
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.tow

n.kashim
a.

kum
am

oto.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
事
業
所
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

※
求
人
情
報
の
掲
載
を
希
望
の
事
業

所
は
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
企
画
情
報
課

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
４
１

国
保
制
度
改
正

国
民
健
康
保
険
制
度
が
平
成
28
年

４
月
か
ら
一
部
改
正
さ
れ
ま
す

○
紹
介
状
な
し
で
大
病
院
を
受
診
し
た

場
合
は
、
別
途
負
担
（
初
診
時
５
千
円

以
上
、
再
診
時
２
千
５
百
円
以
上
）
が

義
務
化
さ
れ
ま
す

　

身
近
な
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
、
大

病
院
を
受
診
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、

紹
介
状
を
も
ら
っ
て
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

○
住
民
税
課
税
世
帯
の
人
の
入
院
時
食

事
代
標
準
負
担
額
（
自
己
負
担
額
）
が

２
６
０
円
か
ら
３
６
０
円
に
変
更
に
な

り
ま
す

○
患
者
か
ら
の
申
し
出
に
よ
る
新
た
な

保
険
外
併
用
療
養
費
の
し
く
み
と
し
て

「
患
者
申
出
療
養
制
度
」
が
創
設
さ
れ

ま
す

○
保
険
税
の
賦
課
限
度
額
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す

　

医
療
分
54
万
円
（
＋
２
万
円
）、
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
19
万
円
（
＋
２
万

円
）、
介
護
納
付
金
分
16
万
円
（
増
減

な
し
）、
合
計
89
万
円
（
＋
４
万
円
）

に
変
更
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
４

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め

し
ま
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免

除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、
若
年
者

納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を

受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険

料
を
全
額
納
め
た
方
と
比
べ
、
老
齢
基

礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）

の
受
け
取
り
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料

は
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を

増
額
す
る
た
め
に
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
遡
っ
て
古
い
月
分
か
ら
納
め
る
（
追

納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
ら

れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３

年
度
目
以
降
に
追
納
さ
れ
る
と
、
当
時

の
保
険
料
額
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
部
免
除
を
受

け
た
期
間
は
、
残
り
の
納
付
す
べ
き
保

険
料
が
納
付
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
追
納

は
で
き
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
３
６
７－

８
１
４
４

　

役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
４

高齢者・婦人合同学級
　

専
門
の
講
師
の
先
生
を
招
い

て
、
今
年
度
最
後
の
学
級
を
開

催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
参
加

下
さ
い
。

○
日
時

　

３
月
22
日
（
火
）
10
時
〜

○
場
所

　

町
民
会
館
２
階
大
会
議
室

○
講
演
内
容

•

演
題　
「
心
豊
か
に
生
き
る
」

•

講
師　

　

 

熊
本
市
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

　

協
会　

会
長　

 

吉
村
讓
二
氏

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
　

☎
２
３
７－

０
０
５
８

嘉
島
町
内
の
求
人
情
報

雇 

用

　
　
　

マ
ッ
チ
ン
グ

就 

業
〜
自
分
の
町
で
働
き
ま
せ
ん
か
〜
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て
い
ま
す
。

　

第
１
、
３
火
曜
日
に
は
、
無
料
法
律

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
２－

３
１
１
１

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
１
１
１

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
総
務
課
総
務
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

環　

境
飲
料
水
の
水
質
検
査

　

嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し
て
採

水
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

検
査
費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
検
査
費
用

　

11
項
目　

３
２
４
０
円
程
度

※
項
目
数
等
で
費
用
額
が
異
な
り
ま
す
。

○
補
助
金
の
額

　

検
査
費
用
の
２
分
の
１
（
百
円
未
満

切
り
捨
て
）
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
建
設
課
環
境
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
１
９

ソ
フ
ァ
ー
・
ベ
ッ
ド
は
分
別
排
出
を

　

嘉
島
町
で
は
、
ソ
フ
ァ
ー
・
ベ
ッ
ド

は
収
集
し
な
い
ご
み
と
し
て
扱
っ
て
お

り
、
益
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

搬
入
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

搬
入
時
に
金
属
部
分
が
混
在
し
て
お
り
、

分
別
・
分
解
に
手
間
と
費
用
を
要
し
て

い
ま
す
。

　

ソ
フ
ァ
ー
・
ベ
ッ
ド
を
処
分
す
る
際

は
、
必
ず
焼
却
部
と
金
属
部
に
分
別
・

分
解
し
て
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
町
内
の
収
集
運
搬
業
者
に
有

料
で
直
接
依
頼
す
る
場
合
は
、
分
別
・

分
解
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
町
内
の
収
集
運
搬
業
者

•

㈱
ク
リ
ー
ン
ア
ー
ト

　
　
　
　
　

☎
２
３
７
‐
１
９
５
２

•

㈲
米
満
商
会

　
　
　
　
　

☎
２
３
７
‐
０
１
１
２

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
建
設
課
環
境
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
１
９

景
観
窓
口
の
取
り
扱
い

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
、
建
築
基
準
法
、

都
市
計
画
法
等
に
関
す
る
届
け
出
、
申

請
書
等
は
、「
郵
送
」
に
よ
る
受
付
を

開
始
し
ま
す
。

※
申
請
書
等
は
「
信
書
」
に
な
る
た
め
、

メ
ー
ル
便
や
宅
急
便
等
で
の
送
付
は
で

き
ま
せ
ん
。

【
届
出
・
申
請
先
】

　

〒
８
６
２－

０
９
０
１

　
　

熊
本
市
東
区
東
町
３－

11－

63

　
　

県
央
広
域
本
部
景
観
建
築
課

 

（
熊
本
土
木
事
務
所
）

　
　
　
　
　

☎
３
６
７－

１
１
２
５

相　

談　
心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

３
月
23
日
（
水
）　

弁
護
士

　

４
月
27
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室
は
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
ロ
ー
ン
の
契
約
問

題
、
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
な
ど
、

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
向
け
て
、

消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相
談
を
受
け
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採
用
募
集

御
船
み
る
く
病
児
保
育
室

保
育
士
募
集

　

嘉
島
町
の
委
託
を
受
け
て
、「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
み

る
く
」
が
病
児
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
募
集
人
員　

　

保
育
士
免
許
を
有
す
る
２
人

○
職
務　

病
気
の
子
ど
も
の
預
か
り

○
勤
務
時
間　

８
時
〜
18
時
半
の
間
の

　

５
時
間
（
応
相
談
）

○
福
利
厚
生　

予
防
注
射
補
助
有

○
報
酬　

時
給
９
０
０
円
〜

○
選
考
方
法

　

書
類
審
査
の
後
、
面
接
に
よ
り
選
考

○
応
募
方
法　

　

電
話
連
絡
の
上
、
履
歴
書
等
を
持
参

○
受
付
期
間　

３
月
31
日
（
木
）
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

〒
８
６
１－

３
１
９
２

　
　

御
船
町
木
倉
５
５
４－

２

　
　
　

御
船
み
る
く
病
児
保
育
室

　
　
　
　
　

☎
２
８
２－

２
６
６
８

国
税
専
門
官
採
用
試
験

受
験
者
募
集

　

人
事
院
と
国
税
庁
は
、
国
税
専
門
官

採
用
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）
の
受
験

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

申
込
受
付
は
平
成
28
年
４
月
１
日

（
金
）
か
ら
開
始
し
ま
す
。
受
験
資
格

等
の
詳
細
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.jinji.go.jp/saiyo/

saiyo.htm

又
は　

採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ

Ｉ 

検
索 

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
受
付
期
間
及
び
申
込
先

は
、
申
込
方
法
及
び
希
望
す
る
第
１
次

試
験
地
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

人
事
院
人
材
局
試
験
課

　
　

☎
０
３－

３
５
８
１－

５
３
１
１

　

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　
　
　
　
　

☎
３
５
４－

６
１
７
１

　

熊
本
東
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
６
９－

５
５
６
６

講
座
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
標
語

熊
本
い
の
ち
の
電
話

相
談
員
養
成
講
座

　

い
の
ち
の
電
話
は
、
人
生
の
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
に
直
面
し
、
救
い
と
励
ま
し

を
求
め
る
方
た
ち
の
支
え
に
な
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
電
話
で
す
。
電
話
相
談

を
志
す
方
、
ま
た
自
己
成
長
の
た
め
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
学
び
た
い

方
の
た
め
の
講
座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

○
受
講
資
格　

前
期
講
座
は
、
電
話
相

募集項目 資　格 受付期間 試験期日 合格発表 入（校）隊

幹
部
候
補
生

一　
　

般

【
大
卒
程
度
試
験
】

22歳以上26歳未満
の者
（20歳以上22歳未
満の者は大卒（見
込含）、修士課
程修了者等（見込
含）は28歳未満）

3月1日　　
　～5月6日

１次：5月14日・15日
（15日は飛行要員のみ）
２次：6月14日～17日
海・空飛行要員のみ
３次：（海）7月11日
 ～15日
　　（空※）7月16日
 ～8月4日

１次：6月3日
海・空飛行要員のみ
２次：（海）7月4日
　　（空※）7月8日
最終
（陸・海）8月5日
（空　※）9月2日

29年3月下旬
　～4月上旬

【
院
卒
者
試
験
】

修士課程修了者等
（見込含）で、20
歳以上28歳未満の
者

歯
科
・
薬
剤
科

専門の大卒（見込含）
20歳以上30歳未満の者
（薬剤は20歳以上28歳
未満の者※）

１次：5月14日
２次：6月14日～17日

１次：6月3日
最終：8月5日

医科・　
歯科幹部

医師・歯科医師の免許取
得者

①２月１日～
　４月22日
②10月１日～
　10月31日※

①５月13日
②11月25日

①28年7月29日
②29年2月３日

①28年10月
　上旬～中旬
②29年３月下旬
　～４月上旬

平成 28年度自衛隊幹部候補生／医科・歯科幹部募集

※印については補足事項がございます。細部はお問い合わせください。
【お問い合わせ先】　宇城募集案内所　電話 0964‒23‒2047

⎧
｜
｜
⎩

⎫
｜
｜
⎭

⎧
｜
｜
⎩

⎫
｜
｜
⎭
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談
員
を
志
す
方
、
ま
た
は
自
己
成
長
の

た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
学

び
た
い
方
が
参
加
で
き
ま
す
。

○
応
募
締
切　

４
月
30
日
（
土
）
ま
で

○
募
集
人
員　

40
人

○
募
集
年
齢　

23
歳
以
上

○
講
座
期
間　

•

前
期
講
座　

　

５
月
10
日
（
火
）
〜
９
月
13
日
（
火
）

•

後
期
講
座　

　

10
月
４
日
（
火
）
〜
３
月
21
日
（
火
）

　

毎
週
火
曜
日　

18
時
半
〜
20
時
半

○
講
座
会
場　

　

熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
中
央
セ
ン
タ
ー
（
熊

本
市
中
央
区
新
町
１

－

３

－

８
）

○
受
講
料　

１
万
５
千
円

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

 

社
会
福
祉
法
人　

熊
本
い
の
ち
の
電

話
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
３
５
４－

４
３
４
３

※ 

受
付
時
間
10
時
〜
17
時
ま
で
（
土
、

日
、
祝
日
除
く
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
春
募
集

「
体
験
談
＆
説
明
会
」

　
「
青
年
海
外
協
力
隊
」「
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
春
募
集
が
４
月
１

日
（
金
）
か
ら
５
月
９
日
（
月
）
の
期

間
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
熊
本

　
　
　
　
　

☎
３
５
９－

２
１
３
０

　

詳
し
く
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
http://w

w
w
.jica.go.jp

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
標
語
募
集

○
テ
ー
マ

　

道
路
は
、
生
活
の
向
上
と
経
済
の
発

展
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
国
民
共
有

の
、
つ
ま
り
あ
な
た
の
財
産
で
す
。
み

ん
な
が
道
路
と
親
し
み
、
ふ
れ
あ
い
、

常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
、
共
に

楽
し
く
利
用
し
、
子
孫
に
受
け
継
い
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

○
応
募
期
間

　

３
月
31
日
（
木
）
ま
で
（
当
日
必
着
）

　

詳
し
く
は
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.m

lit.go.jp/report/
press/road01_hh_000608.htm

l

）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

国
土
交
通
省
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

　
　

☎
０
３－

５
２
５
３－

８
１
１
１

見
守
り
新
鮮

情
報
3
月
号

《
子
ど
も
に
よ
る
ゲ
ー
ム
の
高
額
決
済

【
子
ど
も
に
ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム
で

遊
ば
せ
る
前
に
保
護
者
が
知
っ

て
お
く
こ
と
】

　

携
帯
電
話
に
は
無
料
で
楽
し
め
る

ゲ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
未
成
年
者
が
保
護
者
の
同

意
な
し
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ゲ
ー

ム
の
高
額
決
済
を
し
て
し
ま
う
事
例

が
多
く
み
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
相
談
も

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

各
社
と
も
に
ゲ
ー
ム
内
ア
イ
テ
ム

の
購
入
時
に
年
齢
ご
と
に
月
額
の
上

限
額
を
設
定
す
る
な
ど
の
対
策
を
講

じ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
完
全
な
解

決
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

企
業
側
に
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を

解
決
す
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま

す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
事
例
は
、
保
護

者
の
協
力
で
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
後

も
未
成
年
者
に
よ
る
高
額
決
済
撲
滅

に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
事
例
１
】
最
も
多
い
事
例
は
「
子

ど
も
が
親
の
財
布
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
持
ち
出
し
て
利
用
し
た
」

【
事
例
２
】
ス
マ
ホ
に
残
っ
た
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
登
録
情
報
を
子
ど

も
が
利
用
し
て
い
た
。

【
事
例
３
】
解
約
し
た
ス
マ
ホ
な
ど

も
、W

i-Fi

経
由
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
決
済
で
き
る
場
合
が
あ
る
。

【
事
例
４
】
無
料
ゲ
ー
ム
の
中
に
は
、

「
基
本
プ
レ
イ
は
無
料
」
で
あ
っ
て

も
、
一
部
「
追
加
課
金
可
能
」
な

ゲ
ー
ム
も
あ
る
。

高
額
決
済
を
防
ぐ
た
め
の

   

３
つ
の
心
構
え

「
ク
レ
カ
」

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
子
ど
も
の

手
が
届
か
な
い
場
所
に
保
管
し
定
期

的
な
管
理
を
行
う
こ
と
。

「
決
済
」

　

解
約
し
た
ス
マ
ホ
・
音
楽
再
生
プ

レ
ー
ヤ
ー
・
教
育
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
が

通
信
可
能
か
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
。

「
パ
ス
ワ
ー
ド
」

　

決
済
時
の
パ
ス
ワ
ー
ド
は
子
ど
も

に
絶
対
に
教
え
な
い
こ
と
。

　

困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

（
12
㌻
参
照
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
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☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

◎ 

交
通
事
故
〜
け
が
が
有
る
事
故
、

無
い
事
故
と
も
に
減
少
し
て
い

ま
し
た
。

◎ 

刑
法
犯
〜
空
き
巣
が
発
生
し
ま

し
た
。
自
宅
の
戸
締
ま
り
は
確
実

に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
る
と
と

も
に
、
駐
車
す
る
際
、
自
転
車
や

車
の
ド
ア
の
ロ
ッ
ク
は
確
実
に

実
施
し
ま
し
ょ
う
！

○交通事故・刑法犯の発生状況　　 （件数）平成 28 年 1 月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H28.1 8 52 1 0 0 0 0 0

H28 累計 8 52 1 0 0 0 0 0

前年比 -3 -6 -2 0 0 0 0 -1

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H28.1 21 149 3 0 0 2 0 0

H28 累計 21 149 3 0 0 2 0 0

前年比 -8 -10 -1 -1 0 -1 0 -1

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎２８２－１１１０　内線 261 ～ 264）

～みんなでつくろう
　　安全・安心の街～

３ 月 の 納 税 等 ４ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 } ⑩期介護保険料
保育所利用料　……… ３月分
下水道使用料　……… ２月分
納期限日（口座振替日）
　　平成28年３月31日（木）

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 } ①期介護保険料
保育所利用料　……… ４月分
下水道使用料　……… ３月分
納期限日（口座振替日）
　　平成28年５月２日（月）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

  ３月23日
  ４月13日

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”

　自転車から離れる場合
は、わずかな時間でも必
ずカギをかけましょう！
　御船警察署管内で発
生している自転車盗の
86.7％が無施錠の状態で被害に遭っています。
（平成27年中）
　カギを掛けていれば被害を防ぐことができ
る場合も少なくありません。

　安全と思える自宅の敷地内やアパート・団地、
学校の駐輪場でも自転車やオートバイを盗ま
れることが少なくありません。御船警察署管内
で発生している自転車盗の約50％が民家やア

パート・団地の駐輪場で被害
に遭っています。
　駐輪するときは、どんな場
所でもしっかりカギを掛けま
しょう。

　御船警察署管内では、自転車盗・オートバイ
盗などの乗り物盗のほかに、車上ねらいも発生
しています！
　駐車するときは、わずかな時間でも必ずカギ
を掛け、車内に
貴重品などを置
いたまま車外に
出ないようにし
ましょう。
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日常生活の中で「人権感覚」を磨きましょう

（１）思い込みや偏見をなくしていきましょう
　「女のくせに料理もできないのか」「年寄りのくせ
にそんな派手な服を着て」「子どものくせに生意気
なことを言うな」などと、言うことはありませんか？
　これらは、日常生活の中で、つい何気なく交わし
がちなもののひとつです。しかし、よく考えてみると、
これらに「女は料理ができるものだ」「年寄りは地味
にしておくものだ」「子どもは素直に言うことを聞く
ものだ」などといった思い込みが潜んでいます。一
人ひとりの個性を見るのではなく、集団やグループ
をひとまとめに考え、固定的にレッテルをはってしま
うのは、偏見や差別につながります。
　偏見は、科学的な根拠のない話や噂などを安易に
受け入れたり、物事を一面的にしかとらえずに、よく
確かめようとしなかったり、自分自身で考え、判断し
なかったりする態度から生まれます。思い込みや偏
見をなくすには、生活の様々な場面において、物事
を正しくとらえようとする意欲、相手の立場や気持ち
をわかろうとする姿勢、物事を表面的にとらえずに深
く掘り下げる考え方を持つことが大切です。

（２） 迷信や世間体にとらわれず、自分自身で考え、
判断しましょう

　物事を決めたり、判断するとき「科学的には何の
根拠もない、おかしい」と感じても「周りの人はどう
思うだろうか」といった世間体にとらわれたり、そう
した考えを他人に押しつけたりする傾向がありはしな
いでしょうか。例えば迷信と言われる六曜に基づい
て「仏滅の日に結婚式をあげるのは縁起が悪い」と
言う人がいます。なぜ縁起が悪いのか理由はよくわ
からない、でも周りもみんなそうしているから世間を

無視する訳にもいかない…といったことです。
　世間体にとらわれないためには、広い視野をもち、
他人によりかかったものの見方をせずに、きちんとし
た根拠に基づいて、自分自身で考え判断することが
大切です。

（３） 次の世代の子どもたちに人権を尊重する心を伝
えていきましょう

　家庭内での、日頃の何気ない家族の対話が、子
どもの人生に大きな影響を与えると言われます。実
際、同和地区に対する差別意識や偏見は、子どもの
うちに親など身近な人から聞かされてつくられた場
合が多いのです。
　子どもを取り巻く大人として、子どもたちに誤った
知識を教えることなく、相手を尊重する心を持つよ
う、普段から心がけ、言葉や行動で示していきましょ
う。一人ひとりの力は小さなものかもしれませんが、
家庭、職場、地域社会などを通して日頃から人権感
覚を磨くことが、一人ひとりの生き方や価値観を尊
重できる社会の形成につながっていきます。

　これまで述べてきたように、部落差別が残されて
きた原因として、歴史的・社会的な背景などがあり
ますが、いかなる背景があるにせよ、差別を容認す
ることはできません。端的に言えば、差別をする人
の存在がいつまでも同和問題を残しているのです。
このことは、同和問題に限らず、すべての人権問題
にも共通していることです。
　同和問題は「差別される側」の問題ではなく「差
別をする側」の問題であり、その中には自分には関
係ないといった無関心であることも含まれます。な
ぜなら、無関心は結果的に差別の存在を許してしま
うことになるからです。
　「誰かがなくしてくれる」では差別はなくなりません。
「私」自身が差別をなくすためにどう行動するのかが
大切です。まず、自分にできることから始めましょう。

熊本県人権センター啓発資料より

同和問題は人権問題

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
①

「
女
性
の
人
権
」　

　

家
事
や
育
児
の
主
役
は
！？

○
男
女
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
尊
重
し
あ
え
る
社
会
に

　

熊
本
県
の
女
性
の
就
業
率
は
、
全

国
的
に
も
比
較
的
高
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
出
産
・
育
児
期
に
は
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
要
因
は
、
育
児

負
担
が
女
性
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
や
、

長
時
間
労
働
等
を
前
提
と
し
た
女
性

が
働
き
に
く
い
就
業
環
境
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

仕
事
と
家
庭
・
地
域
生
活
の
両
立

の
た
め
、
就
業
意
欲
の
あ
る
女
性
が

継
続
し
て
働
け
る
環
境
の
整
備
や
、

育
児
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
男
性
が
家
庭
や
地
域

生
活
に
参
画
で
き
る
よ
う
、
働
き
方

を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
性
差
別
意
識
や
固
定
的
な

性
別
役
割
分
担
意
識
は
、
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ

Ｖ
）
な
ど
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
や

人
権
侵
害
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
ど
ん
な
課
題
が
あ
り
ま
す
か
？

・
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識

　

平
成
26
年
に
実
施
し
た
「
県
民
ア

ケ
ー
ト
調
査
」
に
よ
る
と
、
県
民
の

約
５
分
の
１
が
「
男
は
仕
事
、
女
は

家
庭
」
な
ど
、
性
別
に
よ
っ
て
役
割

を
固
定
す
る
こ
と
に
肯
定
的
で
あ
る

と
い
う
現
状
が
見
ら
れ
ま
す
。

・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　

相
手
の
意
に
反
し
た
性
的
な
言
動

に
よ
り
相
手
の
心
身
を
傷
つ
け
る
こ

と
を
言
い
ま
す
。
異
性
間
だ
け
で
な

く
同
姓
間
で
も
起
こ
り
ま
す
。

・
ス
ト
ー
カ
ー
行
為　

好
意
の
感
情

や
そ
れ
が
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

に
対
す
る
恨
み
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
、
特
定
の
人
や
そ
の
家
族
に
対
し

て
、
つ
き
ま
と
い
、
名
誉
を
傷
つ
け

る
言
動
、
無
言
電
話
等
を
繰
り
返
し

て
行
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

・
Ｄ
Ｖ　

親
し
い
間
柄
の
男
女
間
に

お
け
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。
身
体
的
、

精
神
的
、
経
済
的
、
性
的
暴
力
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
か
？ 

　

熊
本
県
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
▼
熊
本
県
男
女

共
同
参
画
計
画
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ

ン
く
ま
も
と
21
」
▼
熊
本
県
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
団
防
止
及
び
被
害
者
の

保
護
等
に
関
す
る
基
本
計
画
▼
熊
本

県
女
性
の
社
会
参
画
加
速
化
戦
略
、

な
ど
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

同和問題を知っていますか

（
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー
啓
発
資
料
よ
り
）

人
権
問
題
の

　
　
　

正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その288〕
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February Flees
　It’s gotten cold lately hasn’t it? I was surprised 
to see snow so late in winter, especially in 
Kumamoto! This year’s weather has been very 
strange, hasn’t it? In Kentucky there was a big 
snow storm apparently. I hope it gets a little 
warmer soon so I can spend time outside again.
　Recently I learned the Japanese saying, “一
月は行く、 二月は逃げる、 三月は去る.” It’s really 
true! Third semester is going so quickly. Soon 
it will be time for the graduation ceremonies 
and then spring vacation.
　In the meantime there’s still a lot to do 
before the school year ends. Presently Kashima 
Kindergarten is rehearsing for their Seikatsu 
Happyoukai. Like last year, we will do an 
English song and dance with the children. I’m 
looking forward to seeing all the cute, creative 
performances they do.
　Although third semester is short and busy, I 
managed to go on a mini-trip this past weekend. 
I decided to go to Nagasaki to see the Lantern 
Festival. I went with my friend Cody, who even 
though he’s lived in Japan for five years had 

never been to the festival before! It was my first 
time too, and I’m glad I went. It was very beautiful. I really liked all the Chinese 
decorations and the intercultural atmosphere. Someday I would like to go back to 
Nagasaki and explore some more. It seems like a lovely city.

二月は逃げる！
　最近とても寒くなってきましたね。雪も降ってビック
リしました！今年の天気はちょっと変ですね。母国の
ケンタッキー州にも雪がいっぱい降ったそうです。も
う少し暖かくなればいいなと思います。
　「一月は行く、二月は逃げる、三月は去る」という
ことわざを最近初めて知りました。本当にそうです
ね！三学期はあっという間に終わって、卒業式と春休
みになります。早いですね！
　けれども、学年が終わる前にやる事がたくさんあり
ます。今、嘉島幼稚園で生活発表会の練習をしてい
ます。私は、去年と同じように子供達と一緒に英語

の歌を歌ってダンスをします。かわいくて創造的なパ
フォーマンスを見るのを楽しみに待っています。
　三学期は短くて忙しいですが、私は小旅行ができ
ました。友達のコーディーと一緒にランタンフェスティ
バルを見るために長崎へ行きました。コーディーは、
日本に五年間住んでいるのですが、フェスティバルに
一回も行ったことがなかったので二人とも初めてでし
た。とてもステキで中国風のランタンがきれいで国際
的な雰囲気がすごかったです。また長崎へ行きたい
と思います。長崎は、とても面白い街です。

Charlotte Delautre
シャーロット・デロトレ

嘉島幼稚園の生活発表会で
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川上　真奈さん
（嘉島中学校１年）

下田　ミドリさん（上島）藤本　章美さん（井寺）

手
の
平
に
す
っ
ぽ
り
入
る
皿
五
枚
季
節
め
ぐ
り
の
あ
さ
が
お
や
き
く 

大
塚
シ
ズ
子

黄
金
の
細

さ
ざ
な
み波
揺
れ
る
金
鱗
湖
竜
の
鱗
の
ご
と
く
に
光
る 

川
原　

涼
子

冬
の
陽
を
何
ら
遮
る
も
の
も
無
く
縁え

ん側
の
中
ま
で
ぽ
か
ぽ
か
日
向 

北
澤
喜
美
子

細
き
字
の
止
め
は
ね
は
ら
い
む
づ
か
し
く
風
の
一
字
の
紙
に
立
た
ざ
り 

工
藤　

明
子

正
月
は
初
、
初
、
は
つ
と
祝
ひ
つ
つ
い
つ
し
か
普
段
の
暮
ら
し
に
戻
る 

栗
﨑　

房
子

正
月
の
御
馳
走
の
後
は
炊
き
た
て
の
塩
の
お
に
ぎ
り
評
判
の
良
し 

栗
﨑　

廉
子

顔
あ
か
き
お
猿
が
ジ
ョ
ッ
キ
持
つ
版
画
ま
た
飲
み
ま
し
ょ
う
の
ひ
と
言
添
え
て 

境　
　

益
代

ブ
ッ
セ
の
詩
ふ
と
よ
み
が
へ
る
亡
き
友
と
阿
蘇
の
湯
宿
に
誦
じ
た
り
し
よ 

榊
原
レ
イ
子

八
重
咲
き
の
オ
リ
エ
ン
タ
ル
リ
リ
ー
植
ゑ
て
ま
す
写
真
の
や
う
な
花
咲
か
せ
む
と 

津
出
ト
ヨ
子

体
重
の
折
れ
線
グ
ラ
フ
三
ヶ
月
折
れ
て
は
昇
る
元
よ
り
高
く 

冨
永　

照
代

松
が
過
ぎ
柔
き
陽
を
受
け
居
住
ま
い
を
正
し
て
仕
舞
う
屠
蘇
器
の
セ
ッ
ト 

橋
本
ユ
キ
子

湧
水
の
池
に
す
み
た
る
魚
な
る
か
姿
見
え
ね
ど
波
紋
ひ
ろ
が
る 

三
池　

淑
惠

体
調
の
よ
う
や
く
戻
り
七
草
も
過
ぎ
た
る
頃
に
雑
煮
を
作
る 

本
住　

晴
美

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。
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２
月
は
さ
す
が
に
寒
い
日
が
続
き
ま
し
た
が
、

３
月
に
入
る
と
よ
う
や
く
春
の
訪
れ
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

２
月
、
３
月
は
年
度
の
詰
め
の
時
期
で
あ
り
、

新
年
度
に
備
え
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
３
月

議
会
で
報
告
し
ま
し
た
が
、
土
地
区
画
整
理
事

業
を
進
め
て
い
る
芝
原
地
区
に
大
型
家
電
専
門

店
「
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
」
と
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の

進
出
が
決
ま
り
ま
し
た
。
町
に
と
っ
て
も
さ
ら

な
る
飛
躍
に
つ
な
が
る
一
歩
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

全
国
町
村
会
主
催
の
全
国
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
が

２
月
５
日
、「
都
市
と
農
村
の
共
生
」
を
テ
ー

マ
に
熊
本
市
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
前
日
、
同
町

村
会
の
事
務
総
長
と
経
済
農
林
部
長
が
「
か
し

ま
広
域
農
場
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
嘉
島
の
農

業
が
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

意

輪

大
倉　

清
司　

様
（
上
島
） 

　
　

平
成
28
年
2
月
19
日
現
在

一　

般　

寄　

付

 2月の
　　  町長の動き

荒木町長談

 1日 ・庁内常会及び課長会議
 ・熊本県市町村職員研修協議会来庁応対
 ・地下水と土を育む農業推進県民会議
 2日 ・上益城郡町村会研修　～3日
 4日 ・熊本県土地改良事業団体連合会理事会
 ・熊本県正副議長表敬訪問
 ・熊本県知事表敬訪問
 ・全国町村会事務総長来庁応対
 5日 ・第 58 回熊本県保育研究大会
 ・都市・農村共生社会創造全国リレーシンポジウム
 ・県警・企業等協議会
 7日 ・冨永清次氏菊陽町葬
 8日 ・課長会議
 ・特別職報酬等審議会
 ・小川・嘉島線整備促進期成会来庁応対
 ・熊本県子ども子育て会議
 ・熊本県幼保連携会議
 9日 ・臼杵運送来庁応対
 ・熊本県市町村振興協会理事会
 ・全労連九州来庁対応
10日 ・第 54 回熊本県野菜振興大会
 ・日本赤十字社熊本県支部評議員会
 ・嘉島町保護司会意見交換会
12日 ・熊本中央広域一般廃棄物処理施設整備促進協議

会町村長会議
13日 ・平成 27 年度熊本県交通安全母親活動推進大会
 ・第 42 回郡市対抗熊日駅伝大会結団式
15日 ・課長会議
 ・国民年金基金来庁応対
 ・嘉島中央土地改良区来庁応対
 ・熊本県市町村職員共済組合全員協議会
16日 ・九州各県町村会長・事務局長会議　～17日
17日 ・熊本県町村議会議長会定期総会
18日 ・嘉島町老人クラブ連合会グラウンドゴルフ大会
 ・嘉島町地域農業再生協議会
 ・熊本県土木都市計画課来庁応対
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
 ・土地改良事業団体連合会上益城支部協議会
19日 ・上益城広域連合正副連合長会議及び臨時議会
 ・益城・嘉島・西原環境衛生施設組合管理者会議及

び定例会
 ・森日出輝氏「旭日双光章」受章祝賀会
22日 ・課長会議
 ・悠優かしま来庁応対
 ・嘉島町交通安全推進会議
 ・国民年金基金代議員会
23日 ・上益城消防組合管理者会議及び議会
 ・熊本県市町村職員研修協議会役員会
 ・熊本県市町村総合事務組合議会
 ・熊本県町村会評議員会
24日 ・熊本中央一般廃棄物処理施設協議会
 ・芝原地区土地区画整理事業説明会
25日 ・御船地区衛生施設組合管理者会議及び議会
 ・土地改良事業団体連合会九州協議会会長会議
26日 ・東海大学 75 年史編集委員会研修旅行講話
 ・嘉島町国保運営協議会
 ・サントリー九州熊本工場長来庁応対
 ・一祥雅氏黄綬褒章受章記念祝賀会
27日 ・南九州西回り自動車道芦北出水道路開通式典
28日 ・野田たけし衆議院議員新春の集い
29日 ・九州財務局管財部長来庁対応
 ・木原みのる衆議院議員新春の集い

２月 16日、宮崎市で開かれた九州町村会長・事務局長会議。
円内は、九州町村会長としてあいさつする荒木町長

　

こ
の
た
び
、
左
記
の
方
々
よ
り

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地

域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下

さ
い
」
と
香
典
返
し
に
代
え
て
多

額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

ご
芳
志
に
沿
う
よ
う
、
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

石
坂
マ
サ
子　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

洋
一　

　

様　

　

中
田　

　

泉　

様
（
上
六
嘉
）

　
　
　

亡　

知
津
子　

様

　

森
田
ハ
ル
ヱ　

様
（
北
甘
木
）

　
　
　

亡　

政
美　

様

　

髙
田　

聡
明　

様
（
東
京
都
）

　
　
　

亡　

ゆ
か
り　

様

　

岩
永　

律
子　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

昭
中　

様

　

藤
田　

　

堅　

様
（
鯰
）

　
　
　

亡　

瑞
惠　

様
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嘉島町の人口動態
平成28年２ 月29日現在

（前月比）

人   口 9,183 人　

　男　　 4,423 人　

　女　　 4,760 人

世帯数　 3,396 世帯　（－ 3）
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３
月
、
別
れ
の
季
節
が
訪
れ
ま
し

た
。
取
材
を
し
て
い
て
涙
を
目
に
す

る
機
会
が
一
番
多
い
月
で
も
あ
り
ま

す
が
、
園
や
学
校
で
は
学
び
舎
を
巣

立
ち
、
新
た
な
出
会
い
を
待
ち
望
ん

で
い
る
人
た
ち
も
多
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
私
も
選
挙
事
務
と
取
材
で
バ
タ

バ
タ
し
な
が
ら
泣
き
た
い
気
持
ち
を

こ
ら
え
春
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

年
度
末
、私
は
卒
業
？
留
任
？
（
係
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
そ
っ
と
の

ぞ
い
て
み
て
ご
ら
ん
（
鷹
木
ヨ
シ
エ
代

表
）
の
第
７
回
親
子
教
室
は
２
月
18
日
、

鯰
公
民
館
で
開
か
れ
、
親
子
６
組
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

同
じ
部
屋
で
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
の

を
見
な
が
ら
コ
ル
ク
ボ
ー
ド
の
壁
飾
り

を
作
り
、
洋
風
ち
ら
し
ず
し
と
ア
サ
リ

入
り
ト
マ
ト
ス
ー
プ
を
調
理
。
み
ん
な

で
試
食
も
し
て
、
親
子
、
ス
タ
ッ
フ
の

三
世
代
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

三
世
代
交
流
楽
し
む

第
７
回
親
子
教
室

そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら
ん

　（－20）

　（－ 3）

　（－23）

３月13日（日） 御船クリニック（御船町）
  ☎２８２－０１０６

３月20日（日）　熊本回生会病院（嘉島町）
  ☎２３７－１１３３

３月21日（祝・月） 泰泉堂牟田医院（御船町）
  ☎２８２－０２１６

３月27日（日） 大久保耳鼻咽喉科医院（御船町）
  ☎２８２－３９００

４月３日（日） 香田整形外科（嘉島町）
  ☎２３７－２８１１

４月10日（日） 小糸整形外科（御船町）
  ☎２８２－００５０
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大きくなったら
たくさん遊びに行こうね☆

ご両親：藤嶋祐太郎さん　彩花さん（滝河原）

藤
嶋
　
陽
達
（
よ
う
た
）
く
ん

平
成
27
年
9
月
30
日
生

春
日
　
煌
真
（
こ
う
ま
）
く
ん

平
成
27
年
４
月
30
日
生

元気いっぱい、笑顔いっぱい
素直で優しい男でいてね

ご両親：春日翔太さん　桃子さん（鯰）


